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研究成果の概要（和文）：本研究では、即興的に掛け合う歌唱行動が歴史的にも地理的にも受け継がれているア
ジア地域の「掛け合い歌」について、ブータンを中心に民俗音楽的な調査を行い、その成果を音楽教育学へと応
用し、日本の学校教育の新しい方向性を見出した。
民俗音楽調査では、ブータンの掛け合い歌の全体像を明らかし、同時にラオス、チベット族、横手市の掛け合い
歌の構造や継承の実際を浮かび上がらせた。これらは多様な様相を示しながらも、一定の旋律の枠組み、歌詞の
記憶、修辞法、即興性、歌の場の存在等において、共通のメカニズムを持っていた。
このメカニズムをもとに、日本の学校教育における掛け合い歌の実践をし、方法論として提案を行った。

研究成果の概要（英文）：Musical dialogue is a form of improvisational dialogue in Asian folk music, 
which have been influenced by the local history, place and traditions. This research investigates 
into how the musical dialogue in traditional Bhutanese folk music can be applied to discover new 
possibilities of using “dialogue” and “improvisation” in music education in Japanese schools. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近代日本の学校における音楽教育は、西洋
芸術音楽を中心にその思想や音楽観、学習の
メカニズムをもとに実践された。これに対し
て、音楽学者の小島美子は、日本人が「直接
的に自分たちの感じることをそのまま表現
し、もっと素直に楽しみ身近なものだという
ことを、決定的に忘れさせてしまった」と批
判的である（小島美子『歌をなくした日本人』
音楽之友社、1981）。 
 日本の子どもは、もともと、わらべうたの
ように自分の好きな歌を歌い、あるいはつく
り替え、相手に伝えることを自然に行ってき
た。このような歌の有り様は、古くは古事記
や日本書紀などで見られており、日本人に引
き継がれてきた自然な歌唱行動である。 
 こうした行為の中核になってきたのが「掛
け合い歌」である。こうした文化は、日本を
含むアジア地域において歴史的に長く、地理
的に広く受け継がれているが、その社会的文
化的コンテクストを踏まえたメカニズムに
ついて、これまで学習論の視点で考察された
ことはなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、即興的に掛け合う歌唱
行動が歴史的にも地理的にも受け継がれて
いるアジア地域の「掛け合い歌」について、
ブータンを中心に民俗音楽的な調査を行い、
その成果を音楽教育学へと応用し、日本の
学校緒教育の新しい方向性を見出すことに
ある。具体的な目的は、以下の３点である。
(1) 「掛け合い歌」のメカニズムを明らか
にすること。 
(2) その結果を学校教育に照射し、音楽の
学習過程を捉え直すこと。 
(3) 音楽教育の新たな方法論として提案す
ること。 
 
３．研究の方法 
 以下の方法により目的を達成する。 
(1) 「掛け合い歌」に関する基本的な文献調
査と整理 
(2) ブータンをはじめ、ラオス、内モンゴル、
秋田県横手市等での「掛け合い歌」の実施調
査と分析 
(3) ブータンの学校教育における伝統的な
「掛け合い歌」の状況調査 
(4) 「掛け合い歌」のメカニズムについての
分析と学習への応用の検討 
(5) ブータンでの学校教育における「掛け合
い歌」大会及びシンポジウムの実施、歌の意
義と可能性についての検討 
(6) 日本の学校教育における「掛け合い歌」
を用いた授業の実践と検証及び提案 
 
４．研究成果 
(1) 平成 26 年度は、継続してきたブータン
の「掛け合い歌」の調査を補完し、その全
体像を描くとともに、日本の「掛け合い歌」

の調査を行い、その多様性を見える形で示
した。例えば、東ブータンのタシガンサク
テン郡メラ村では、類似したしかし異なる
「掛け合い歌」がみられた。一連の調査か
ら以下のことが確認できた。①二組に分か
れて歌を掛け合う歌唱形態がみられたこと。
②広範囲で歌われる共通の旋律の存在が確
認される一方で、地域限定の旋律が予想さ
れたこと。③基本的には６音節４行という
詩文の韻律的な構造がみられたこと。④「掛
け合い歌」は生活形態の急激な変化から歌
唱機会が減り、現在伝承されず消えつつあ
る状況にあること。［雑誌論文⑫⑬⑰⑱⑲
など］ 
 また、音楽教育における「掛け合い歌か
ら得られる力」として以下の整理を行うと
ともに、音楽教育並びに学校教育の取り組
みに対する提案を行った。［雑誌論文⑯な
ど］ 
①「歌（歌詞）をつくること」から 
・ 一定の韻律に合わせて歌詞をつくる力 
・ 音楽に合わせて歌詞を歌う力 
②「歌を掛け合うこと」から 
・ 歌でコミュニケーションをはかる力 
・ 相手の歌い方をふまえて自分の歌を歌

う力 
③「歌詞をつくることと音楽のかかわり」 
 から 
・ 歌詞をつくって音楽に合わせて歌える

よう、音楽を身体に覚え込む力 
・ 歌詞の音節数や内容に合わせて、即興

で音楽のヴァリエーションをつくって
いく力 

(2) 平成 27 年度は、ブータンにおける「掛
け合い歌」ツァンモ等の継承の現在を探っ
た。学校教育における伝統文化としてのツ
ァンモの位置づけや指導の実際、教員への
インタビューなどを通して、伝統文化とし
てのツァンモの継承の課題や意義について
実態調査を行った。また、メディアの活動
の実際、放送内容や活動方針等について、
実態調査を行った。さらに、秋田県横手市、
ラオス、チベットの「掛け合い歌」の調査
も継続した。 
 ブータンでは、地域で伝承されなくなっ
た「掛け合い歌」が、かたちを変えて学校
やラジオで伝承されつつある。ブータンで
は音楽のカリキュラムはないが、ゾンカ（国
語）の授業、課外活動、学校が催す歌の大
会により伝承が行われていた。［雑誌論文
⑩⑪など］ 
 学校教育におけるツァンモの伝承の具体
的な取り組みを、中等学校 2校に取材した。
そこでは、生徒が、自分の出身地のツァン
モを直接取材し、それをもとに、学校では
大規模な大会を開催していた。学生がブー
タンの文化を直接調査し、それを新たな学
校文化として再創造している取り組みはき
わめて貴重である。学校が伝統的な歌の有
り様を教育活動に取り入れる意義や方法論



について、次のような整理ができた。①学
校の文化活動が重視され、土曜日の文化活
動など年間を通じた組織的計画的な活動が
あり、日本の学校との相違点となっている。
②歌の「大会」という形で、歌の伝統的な
性格が継承されている。③学校の意図的な
教育の営みとして、歌の由来、種類、価値、
遊びの方法、詩文の学習や解釈法、旋律や
歌の類別といったことが整理されて伝えら
れている。④相手の歌の内容を理解し即座
に適切な詩を用いて歌い返す力、即興的に
言葉をつくり歌で伝える力、歌でコミュニ
ケーションする力等が養われている。 
 また、音楽教育の点からは、①メカニズ
ムの視点から「掛け合い歌」を捉え、②民
俗音楽と学校教育の接点を探るとともに、
③学校教育における実践を試み、事例を紹
介し、子供の反応、場の生成、実践上の工
夫、成果、検討について検討した。①につ
いては、中国内モンゴル族の「掛け合い歌」
と青海省チベット族の「掛け合い歌」につ
いて、また、ラオスにおける学校教育の実
際について報告し、これらをメカニズムの
点から捉えた。②については、ブータンの
学校教育の現状から報告した。③について
は、学校教育の実践事例を紹介し、実践へ
の展開について、基本的な枠組みを提案し
た。［雑誌論文⑧⑨⑭など］ 
 また、ブータンの「掛け合い歌」の実際
をふりかえり、音楽科の歌唱における学習
過程を再考した。そこでは、音楽科におい
て人が生涯にわたり音楽文化とかかわって
いく土台を築くためには、楽譜の理解や表
現技能、「音楽に対する思いや意図」を重視
する学習過程では不十分であること。楽譜
を介さなくても、なじみのある詩形や既存
の旋律を活用しながら「相手に伝えたい想
いや気持ち」を自在に歌い出せる歌のメカ
ニズムが重要であることを説いた。［雑誌論
文⑮］ 
(3) 平成 28 年度は、活動のまとめとして、
大きく次の２点の成果をあげた。 
 第１に、ブータンにて、「掛け合い歌」ツ
ァンモの大会とシンポジウムを開催した。
大会では、伝統的な掛け合いや評価の方法
を生かした大会を意識した。シンポジウム
では、伝統文化としてのツァンモの継承と
発展及びそこから学ぶ日本の音楽教育につ
いて、ブータン及び日本の研究者による発
表と意見交換を行った。［雑誌論文①⑥⑦］ 
 ツァンモの大会は、ブータンの首都ティ
ンプーにあるケルキ・ハイヤー・セカンダ
リー・ハイスクールにて、同校の生徒とテ
ィンレガン・セントラルスクールの生徒と
の対抗合戦の形で、教育大臣を招待し、550
人の生徒を前に実施された。生徒による掛
け合いが全５ラウンドあり、合計 50 回の
「掛け合い歌」が歌われた。 
 ブータンの学校でのこうした大会の特徴
は、ブータン各地で行われていた生活文化

に根ざした日常的な掛け合いの状況が学校
教育に持ち込まれ、例えば、周囲の人々が
囃し立てて勝ち負けを判定していたプロセ
スが、評価の観点として整理され、点数か
されているなどして、成立しているところ
にある。言い換えれば、大会そのものの開
催が、学校そのものを伝統文化に抱き込ん
でしまっているわけで、この点が日本との
大きな相違であった。 
 シンポジウムでは、「ブータンの宝石ツァ
ンモ−文化を未来につなぐ-」をテーマに首
都ティンプーのホテル、プンツォ・ペルリ
の会議場で行われた。 
 ブータンの王立舞踊団主任研究員クンザ
ン・ドルジからは、ブータンの文化全体を
概観しつつ、ツァンモについて「牛飼いが
暇な時にやっていたというだけではない。
宝石のようにまだブータン人がその価値に
気付いていない大切なものである」といっ
たことが語られるとともに、日本側からの
報告に多くを学んだことが伝えられた。 
 放送関係者のツェリン・デマからは、放
送による歌の掛け合いの報告があった。そ
こでは、会ったこともない遠くの地の人同
士が、ラジオを通して掛け合ったり、土地
ごとの違いや相手のうまさに気づいたりす
ることの重要性が語られた。 
 国語の普及に努める委員会であるゾンカ
開発委員会の主任研究員であるペマ・ウォ
ンディは、消滅の危機にあるブータンの諸
言語についての懸念を強く訴えた。彼は「母
語と思考の方法は密接に結びついており、
私たちが母語で話すことは、考えたり、感
じたり、信じたりすることに影響する」「言
語が死ねば思考の方法も失われる」と説き、
伝統的な歌の文化の重要性について主張し
た。その他、ブータン側からは、学校教育、
教員養成の立場から、伝統的な歌や文化教
育についての取り組みや考えが述べられた。 
 日本側からも報告があった。研究分担者
の権藤は、これまでの調査をもとにしつつ、
日本の音楽教育の歴史と関連させて考察し、
ブータンの取り組みを日本の音楽教育へ生
かす可能性について考察した。加藤は、ア
ジアの民族音楽の観点から、ブータンの掛
け合い歌を鳥瞰した。 
 こうした中で、ブータンの歌の伝統文化
の重要性と価値が再認識されるとともに、
日本の音楽教育への大きな示唆を得ること
ができた。またこうした協働によるつなが
りが「相互啓発」「開発研究」へと発展した
ことが確認された。 
 第２に、日本音楽教育学会、日本民俗音
楽学会、東洋音楽学会等において、掛け合
い歌のメカニズムと学校教育への応用につ
いて発表し、理論化と実践報告を行った。
以下、ポイントをまとめる。［雑誌論文②③
④⑤］ 
①「掛け合い歌」の伝統と現代との関係性 
 地域において伝承されてきたブータンの



「掛け合い歌」は、生活形態が変化し、歌
われなくなる一方で、学校が催す大会によ
り伝承が行われていた。地域での伝承との
違いは、全体構成が定められていた点であ
る。掛け合いでは、相手を嘲笑する悪い言
葉の時に盛り上がりをみせるが、最後には
仲良くなって終わるように配慮されていた。
特徴的なのは、チェアマンの存在である。
チェアマンにより、課題を出されたり、け
しかけられたりすることにより、歌い手は
臨機応変能力を問われることになる。チェ
アマンは、ある種の教育的指導者といえる。
このような存在は地域のツァンモでもいた
といわれる。このように「掛け合い歌」を
とりまく文化・社会性の重要性について再
考する必要がある。 
②学校教育における実践の基本的な枠組み 
 小中学校の音楽授業における実践を通し
て、以下のような基本的な枠組みと成果が
見えてきた。 
・ 楽しい体験をくり返し、元歌を身体化

する。 
・ それを掛け合いの構造にし、歌詞をつ

くる。子どもの必然性や、無理なく作
ることができるような段階的な手立て
が重要となる。身体化されている言葉
のリズムの活用も有効である。 

・ 作られた歌詞を、二人やグループの掛
け合いによって歌う。適度な競争意識
が掛け合いを盛り上げる。発表したり、
聴き会ったりすることも歌を楽しむ有
効な手立てとなる。クラスの仲間（聴
衆）を参加させ、歌の活動に抱き込む
ことにより掛け合いの面白みは一層増
す。 

 「掛け合い歌」では、旋律や歌詞の固定
化は問題にされず、自由度が高いため、子
どもは歌を「自分の節」として相手に伝え
る。解放感の中で達成感を味わいながら、
歌うことの意味を再認識していく。 
③音楽教育における「掛け合い歌」の可能
性 
 「掛け合い歌」を教室に持ち込んだ時、
子どもたちの姿を通して、掛け合う行為か
ら生まれた実践的な価値が読み取れた。ブ
ータンでの調査からは、その文化のなかで
築かれた様式やルール、世界観等に基づく
「掛け合い歌」の行動に、一つの文化にお
ける歴史的な継承からもたらされる価値が
読み取れた。また、ブータンでは、教育に
おける知識・技能の習得が倫理的な位置づ
けのもとに重視されている。 
 本研究では、単なる教材化にとどまらず、
学校文化に掛け合う行為を位置づけ、教材
観や教育内容、教科音楽と民俗音楽文化と
の関係、教育内容としての芸術文化と民俗
文化の関係の捉え直し、あるいは音楽科の
見方・考え方の問い直しを行い、今後求め
られる資質・能力の育成に結びつける可能
性を探った。 
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